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夏が近づき、蒸し暑い日が増えてきました。この時期は、気温・湿度ともに高くなり、体調を崩しやすくなります。 

また、食中毒などを起こす細菌が増えやすい時期でもあります。体調や衛生管理に気を配り、元気に過ごしましょう。 

  

食中毒に気をつけましょう 

日本では毎年６月～９月までの間に食中毒が多く発生しています。 その理由の１つは「高温多湿な環境」です。  

食中毒を引き起こす細菌の多くは温度や湿度の上がる夏を好みます。特に乳幼児期の子どもたちは抵抗力が弱いた

め、注意が必要です。食中毒から守るために、予防の三原則「付けない（手洗い・衛生）」「増やさない（低温保存・迅速

な冷却）」「やっつける（中心部まで加熱）」 を意識し、食中毒予防をしましょう。 

 

   

                             

じゃことチーズのおやき 

＜材料（幼児４人分）＞ 

       ・白米(炊いたもの)…200ｇ   ・小麦粉…大さじ１(9ｇ) 

       ・じゃこ…４ｇ                 ・ピザ用チーズ…20g 

       ・青のり…少々              

       ・醤油…小さじ１(6ｇ) 

＜作り方＞ 

➀お米と小麦粉を合わせ、粉っぽさがなくなるまでよく混ぜる。 

➁➀にじゃこ・ピザ用チーズ・青のり・醤油を入れ、混ぜ合わせたら

丸く成形する  

➂チーズが溶けるまでオーブンで１０分ほど焼く。 

歯を強くするカルシウムが沢山入っています！ 

 

♪♪お弁当デーが始まります♪♪ 

６月より幼児クラスを中心にお弁当デーを行っています。保育園での給食献立をお弁当箱(保育園で用意します)に詰めて、ホール、園

庭、ウッドデッキなど好きな場所で食べます。お弁当での食事は雰囲気が変わることから、普段とは違った食事 

の楽しさを味わうことをねらいとしています。持ち物（食具や水筒）などご家庭でのご協力をお願いいたします。                                     

食育だより ６月号 

歯と口の健康を保つためには、 

歯磨きの習慣化とよく噛んで 

食べることが大切です。 

よく噛んで食べると… 

〇だ液が増えて虫歯予防になる 

〇消化・吸収をよくする 

〇脳の働きを活発にする 

〇食べすぎ防止になる 

等のような効果があります。 

また、カルシウムを多く含む乳製品 

や小魚、たんぱく質を含む肉・魚・ 

豆類は、丈夫な歯をつくるもとに 

なるので積極的に摂取しましょう。 

6月 4日～10日は 
「歯と口の健康週間」 


